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Abstract: During sporting events, surrounding areas often become heavily congested with both local spectators 

and visitors from distant regions, making it difficult to enjoy a comfortable tourism experience. In response to such 

an issue, this study aims to develop a web-based system that facilitates efficient sports tourism by incorporating 

two key factors: spot recommendations based on user characteristics and crowd conditions. The system assists 

users in creating personalized tourism plans by suggesting sightseeing spots that can be effectively visited before 

and after sporting events. It also includes a feature that allows users to share their plans with others. By visualizing 

crowd conditions at tourist destinations using visitor data, the system enables users to select less congested 

locations and adjust their itineraries accordingly. Moreover, the system recommends tourist spots tailored to 

individual preferences and residential backgrounds—whether local residents or long-distance travelers—thereby 

offering customized tourism experiences that align with each user's unique needs. 
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１．序論 

近年の旅行者の観光目的として，スポーツを見に行く

ための旅行およびそれに伴う周辺観光，スポーツを支え

る人々との交流など，スポーツと旅行を融合させたスポ

ーツツーリズムが注目されている．スポーツツーリズム

は，スポーツ庁が 2017 年に策定した「第 2 期スポーツ基

本計画」でスポーツを通じた地域活性化の施策として提

案され，2023 年に策定した「第 3 期スポーツ基本計画」

においても，地方自治体と地域住民が連携したスポーツ

によるまちづくりやインバウンドニーズに向けたコンテ

ンツ開発が推進されている．このように，これからの観

光振興政策として，スポーツツーリズムは大きな効果を

もたらすことが期待されている． 

しかし，スポーツイベント開催時の周辺地域は，地元

の観戦客に加えて遠方から訪れる観戦客により著しく混

雑するため，快適な観光体験を得られないことがある．

また，観戦客の居住地域や嗜好はそれぞれ異なるため，

一人ひとりのニーズに応じた効率的な観光計画を作成す

ることは困難である．したがって，より高い満足度を伴

うスポーツツーリズムを推進するためには，周辺地域の

混雑状況を把握しつつ，各スポーツ観戦客に対して適切

な観光情報を提供することが求められる． 

本研究は，以上の社会的・学術的背景を踏まえ，混雑状

況を考慮しながら，居住地域や嗜好などの利用者特性に

応じて個別最適化された観光スポット推薦を行うことで，

スポーツイベント前後の時間を有効活用し，効率的なス

ポーツツーリズムを支援するWebシステムの構築を目的

とする． 

 

２．関連分野の先行研究と本研究の位置付け 

本研究の関連分野の先行研究は，（1）スポーツツーリ

ズムに関する研究，（2）観光支援システムに関する研究，

（3）推薦システムに関する研究に分類することができる． 

（1）の研究では，和田（2021），Pedauga et al. (2022)，

Peric (2010) は，スポーツツーリズムがもたらす地域経済

効果を明らかにした．また，三宅ほか（2018），Liang et al. 

(2022) は，ICT の活用による利便性向上について言及し

ているが，観光客の行動を支援する具体的なシステム開

発には至っていない．（2）の研究では，前川ほか（2023），

Hidaka et al. (2020)，Aoike et al. (2018) は，混雑状況の把

握と分散化を目的としたシステムを構築しており，

Kurata et al. (2015)，Ito et al. (2018) は，Web-GISを活用し

た支援システムを構築した．しかし，これらのシステム

は利用者の個別特性を十分に考慮していない．（3）の研

究では，上原ほか（2012），Tarui (2011)，Kato & Yamamoto 

(2020) は，訪問履歴や観光地の類似度に基づく観光スポ
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ット推薦システムを構築したが，利用者の包括的な観光

計画作成の支援まではしていなかった．井上・徳丸（2020），

Kotkov et al. (2016)，Chen et al. (2019) については，セレ

ンディピティに着目した推薦手法を提案していたが，対

象は商品などに限定されており，様々な要素を含む観光

計画への応用はなされていなかった． 

本研究では，以上の先行研究で個別に開発されたWeb-

GIS，観光支援システム，推薦システムを統合し，利用者

の特性に応じたスポーツツーリズムの計画を，デジタル

地図を参照しながらシームレスかつ効率的に作成可能な

Web システムの構築を目指す．さらに，（1）人流データ

を活用して観光スポット周辺の混雑度情報を提供し，混

雑を避けた観光計画を作成できること，（2）居住地域や

嗜好といった利用者特性に基づく個別最適化された観光

スポットの推薦を行うこと，（3）観光計画の作成から利

用者間での共有までを同一システム上で可能にすること

で利便性を高めることの 3 点において，本研究の独自性

を示す． 

 

３．システムの設計 

３.１ 本システムの設計 

本システムは Web-GIS，観光計画作成システムから構

成される（図 1）．Web-GISにはWeb サイト上でアクセス

可能な ESRI 社が提供する ArcGIS API for JavaScript，デ

ジタル地図には無料公開されている OpenStreetMap を用

いる．利用者は，本システムを利用する時には，システ

ム上で用いるアカウントを作成し，データベースに利用

者情報を登録する． 

システムの利用については，Web-GIS のデジタル地図

上では，利用者は混雑を避けながら観光スポットを選定

し，観光計画を立案することが可能となる．観光計画作

成システムでは，まず参加予定のスポーツイベントを設

定し，その前後に訪問したい観光スポットを選択するこ

とで，複数ヶ所を巡回する計画を作成できる．観光スポ

ット設定時には，観光スポット推薦機能を用いて，利用

者の特性に応じた観光スポットの効率的な推薦を受ける

ことができる．さらに，作成された観光計画は他の利用

者と共有することができ，すべての計画はデータベース

に蓄積される．これにより，利用者間での情報共有と計

画の再利用が促進され，システムの利便性と拡張性が高

まる． 

３.２ 推薦システム 

Jannach et al. (2010) および Aggarwal (2016) によると，

膨大な情報の中から利用者の嗜好に応じた推薦を行う手

法には，協調型推薦，内容ベース型推薦，知識ベース型

推薦の 3 種類がある．本研究では，遠方から訪れる観光

客や運用対象地域に関する知識が乏しい観光客に対して

は知識ベース型推薦，運用対象地域に居住している人や

観光頻度の高い利用者に対しては内容ベース型推薦を採

用する． 

知識ベース型推薦は，利用者に嗜好を明示的に尋ねる

ことで，訪問意欲の高い観光スポットを的確に推薦でき

る点が利点である．一方，内容ベース型推薦は，過去に

訪問した観光スポットとは異なる意外性のある観光スポ

ットを提示することで，利用者の飽きを軽減する効果が

期待できる． 

知識ベース型推薦では，利用者の嗜好条件の特徴量と

して，スポーツ関連度，混雑度，アクセスの容易さ，コス

ト，自然，歴史・文化，ショッピング，フードの 8 項目

を設定する．利用者は各項目について重要度を 1～5 の 5

段階で入力し，その数値に基づいて利用者プロファイル

を作成する．このプロファイルは，観光スポット推薦時

の特徴ベクトルとして用いる． 

内容ベース型推薦では，過去に訪問した観光スポット

の特徴量の平均値を用いて利用者プロファイルを作成す

る．観光スポットも同様の 8 項目について事前に特徴量

を算出し，観光スポットの特徴ベクトルを作成する．こ

れらのベクトル間の類似度は，式（1）により算出され，

推薦の根拠として活用される． 

 

𝑆𝑖𝑚𝑖 =  
∑

𝑈𝑗

2 × 𝑆𝑖,𝑗
𝑛
𝑗

√∑ (
𝑈𝑗

2 )
2

𝑛
𝑗  ×  √∑ (𝑆𝑖,𝑗)

2𝑛
𝑗

 (1) 

 
𝑆𝑖𝑚𝑖：類似度， 𝑈𝑗：利用者の項目𝑗に対する重要度 

𝑆𝑖,𝑗：観光スポット𝑖の項目𝑗の特徴量 

𝑖：観光スポット番号， 𝑗：項目番号 

 

３.３ 観光客数推計に基づく混雑度 

混雑度の表示にあたっては，観光客の位置情報の収集

が理想的であるが，位置情報は個人情報に該当するため，

取得には制約が伴い，実用上困難である．そこで本研究

では，観光客数の推計に基づく混雑度表示手法として，

運用対象地域の総滞在人口から昼間人口を差し引く方法

を提案し，式（2）により算出する．この推計により，住

民や通勤・通学者を除いた一時的な滞在者，すなわち観

光客数を間接的に把握することが可能となる． 

 

𝑁𝑡,𝑖 =  𝑃𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙,𝑖 − 𝑃𝑑𝑎𝑦,𝑖  (2) 
 

𝑁𝑡,𝑖：メッシュ番号𝑖における観光客数 

𝑃𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙,𝑖：メッシュ番号𝑖における総滞在人口 

𝑃𝑑𝑎𝑦,𝑖：メッシュ番号𝑖における昼間人口 

 

本研究では，ある地域の総滞在人口データとして，G

空間情報センターが提供する全国人流オープンデータお

よび NTTドコモのモバイル空間統計を利用する．昼間

人口データについては，2020 年国勢調査の「人口等期 
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図 1．システムの設計 

本集計結果」および「従業地・通学地による人口・就業状

態等集計結果」を利用する．総滞在人口データはメッシ

ュ単位，昼間人口データは町丁目単位で提供されるため，

国土数値情報の位置参照情報を用いて町丁目の中心点を

緯度経度に変換し，各町丁目が属するメッシュを判定す

ることで，空間単位の統一を図る．なお，本研究で用い

るデータは 2020 年時点の静的な統計情報に基づくため，

本システム上で表示される混雑度も静的な情報として提

供される．図 2 に，本システムにおける混雑度表示の例

を示す． 

３.４ システムの有用性 

本システムの有用性は以下の 3 点である． 

（1）収集が困難な情報の可視化と取得の容易化 

インターネット上には膨大な観光情報が存在するが，

利用者が必要とする情報を効率的に収集することは容易

ではない．本システムでは，周辺地域の混雑状況，意外

性のある観光スポット，スポーツ関連の観光情報など，

従来収集が困難であった情報を統合的に取得することが

可能である． 

（2）土地勘や事前知識のない利用者への支援 

土地勘や事前知識の乏しい利用者にとって，スポーツイ

ベントの開催時間に合わせた効率的な観光計画の立案は

困難である．本システムでは，デジタル地図上に表示さ

れたスポーツイベント会場と観光スポットの位置関係を

視覚的に把握できるほか，嗜好に応じた観光スポット推

薦機能や他の利用者の観光計画の参照機能により，計画

作成を容易にする． 

（3）時間制約下での観光計画作成の支援 

スポーツイベントの前後という限られた時間を活用し

た観光計画の立案は，実現性の面で課題が多い．本シス

テムでは，イベントの開始・終了時間を初期設定し，そ

の後デジタル地図を参照しながら訪問可能な観光スポッ

トを選定することで，現実的かつ効率的な観光計画の作

成が可能となる． 

 

４．システムの構築 

４.１ フロントエンド 

フロントエンドの主要機能は以下のとおりである． 

図 2．混雑度表示の例 

（1）観光スポット表示機能 

デジタル地図上に観光スポット情報を表示する．観光

スポットは観光地，飲食店，ホテル，ショッピング施設

などのカテゴリーに分類されており，アイコンの色分け

によりカテゴリーの判別が容易となる． 

（2）混雑度表示機能 

運用対象地域の観光混雑度を段階別にヒートマップと

して地図上に表示する．利用者はこの情報を参照するこ

とで，混雑を避けた観光計画の立案が可能となる． 

（3）観光計画作成機能 

観光計画の作成にあたっては，まずスポーツイベント

の名称，開催日時，開始・終了時間を入力し，イベント予

定を設定する．次に，イベント前後の空き時間に訪問可

能な観光スポットを選択し，各観光スポットの名称およ

び訪問時間を入力する．これを繰り返すことで，複数の

観光スポットを含む観光計画を構築することができる． 

（4）観光スポット推薦機能 

利用者の特性に応じて，観光スポットを推薦する．知

識ベース型推薦では，利用者が入力した嗜好条件に基づ

き，類似度の高い観光スポット上位 5 ヶ所を提示する．

内容ベース型推薦では，過去の訪問履歴に基づき，類似

度の高い観光スポット上位 3 件に加え，意外性のある観

光スポット 2 件を推薦することで，新規性と満足度の両

立を図る． 

（5）観光計画共有機能 

作成した観光計画は，他の利用者と共有することが可

能である．共有された計画は，他の利用者が自身の観光

計画を作成する際に参照でき，計画立案の負担軽減と情

報共有の促進に寄与する． 

４.２ バックエンド 

バックエンドで行う主な処理は以下のとおりである． 

（1）観光スポット表示および混雑度表示に関する処理 

データベースから観光スポット情報と混雑度情報を抽

出し，これらの情報に含まれる緯度経度の位置データを

もとに，観光スポットをアイコン，混雑度をヒートマッ

プとしてWeb-GISのデジタル地図上に表示する． 

（2）観光計画作成に関する処理 

観光計画作成機能を用いて作成された計画データは，
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利用者ごとにデータベースに保存される．これにより，

計画の再利用や共有が可能となる． 

（3）観光スポットの推薦に関する処理 

利用者が入力した嗜好条件と観光スポットの特徴量に

基づいて類似度を算出し，推薦候補を抽出する．この処

理は，知識ベース型および内容ベース型推薦アルゴリズ

ムに対応しており，利用者特性に応じた柔軟な推薦を実

現する． 

４.３ インタフェース 

利用者用インタフェースにはレスポンシブWebデザイ

ンを採用し，PCおよび携帯情報端末（スマートフォンや

タブレット）など，画面サイズの異なる端末に対応した

表示最適化を行う．これにより，端末の種類にかかわら

ず，同一の機能を快適に利用できる Web システムとして

構築する．管理者用インタフェースでは，システム管理

者が観光スポット情報の追加・修正を行えるほか，悪質

な利用者の管理や不適切な投稿内容の削除など，コンテ

ンツの健全性を維持するための運用管理を行う． 

 

５．まとめと今後の研究計画 

５.１ まとめ 

本研究では，Web-GIS と観光計画作成システムを統合

したWeb システムの設計・構築を行った．本システムの

有用性は，（1）収集が困難な情報の可視化と取得の容易

化，（2）土地勘や事前知識のない利用者への支援，（3）時

間制約下での観光計画作成の支援の 3 点にある．本シス

テムには，観光スポット表示機能，混雑度表示機能，観

光計画作成機能，観光スポット推薦機能，観光計画共有

機能の 5 つの主要機能があり，これらの機能に対してバ

ックエンドで処理を行う． 

５.２ 今後の研究計画 

本研究では，システム構築後に試験運用を実施し，利

用者へのヒアリング調査を通じて改善点を抽出したうえ

で，システムの再構成を行い，本格的な運用に移行する

予定である．本システムの運用対象地域としては，神奈

川県川崎市を選定している．選定理由は，同市に複数の

スポーツチームの本拠地が存在し，スポーツイベントが

頻繁に開催されていること，さらにスポーツに関連する

観光スポットが多数立地していることによる．また，複

数の鉄道路線が乗り入れており，スタジアムや主要観光

地へのアクセス性が高い点も，運用対象地域としての適

性を高めている． 

本運用後は，利用者へのアンケート調査および Google 

Analytics を活用したログデータのアクセス解析を通じて，

本システムの有効性を評価する．これらの結果を踏まえ，

さらなる改善策を提案し，スポーツツーリズム支援シス

テムとしての実用性と汎用性の向上を図る． 
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